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 前回の出席
２０２４．１.１０ 出席者数　　１７名

Make－Up　0名
（出席免除会員)　３名

欠席者　　１１名 補正出席率

◎　来信 ・ 月信 ・ 週報
　　　週　報

◎　市内ロータリークラブ例会変更
　　　な　　し

　出席免除会員　：　森山会員 ・ 谷山会員 ・ 松田会員

◎　前回の欠席者（ １１名）
森山 ・ 谷山 ・ 法本 ・ 松田 ・ 西田 ・ 前川 ・ 平山 ・ 坂井 ・ 井元 ・ 竹口 ・ 内川 　　会員 

 本日の出席
２０２４.１．１７ 会員数　２８名 出席数　 ２１名 欠席者　７名 出席率

◎　ビジター　（ ０名）
　　　　な　　し

◎　本日の欠席者（ ７名）
森山 ・ 法本 ・ 徳住 ・ 高比良 ・ 坂井 ・ 竹口 ・ 小倉 　　会員 

◎　前回のMake-Up ・ 出席免除会員（ ３ 名）

新年会例会 職場訪問

クラブフォーラム クラブ協議会

卓話

２０２３-２０２４年度 会 長　　吉富　政己 幹 事　　竹口　将太

◎　佐世保東南RCスケジュール

1月

休　会

2月

クラブ協議会

クラブ協議会 クラブフォーラム

ホテルフラッグス九十九島

四
つ
の
テ
ス
ト

 1.　真実かどうか 2023-2024年度
 2.　みんなに公平か   国際ロータリー会長 ゴードン Ｒ . マッキナリー

 3.　好意と友情を深めるか   第2740地区ガバナー 緒方　信行

 4.　みんなのためになるかどうか

 SASEBO SOUTH EAST  The Weekly
                ROTARY CLUB

2024年1月17日 (水）　2023-2024年度　第1452 例会　 通算例会第1589 　週報第1452

　２０２３～２０２４年度国際ロータリーのテーマ

世界に希望を生み出そう
（CREATE HOPE in the WORLD)

　２０２３～２０２４年度地区のテーマ

継続と革新の理想的なバランス

R I 承 認 平成4年5月6日 例 会 日 毎週水曜日　12時30分～13時30分

事 務 局 所 在 地
佐世保市上町2番12号　佐世保建設会館4階2号

TEL 0956-76-8642   　　FAX　0956-76-8643

  第６区ガバナー補佐 大木　亮諄

【　佐世保東南ロータリークラブ　】

創　立 平成4年3月19日 例 会 場



　

　

　言葉とさせていただきます。私と松田さんは出会って２０年になります。松田さんとの最初の出会いは

　ビジネス旅館業をなさってますが、以前「ジャム ザ キッチン」というとても人気なレストランをされていて

　そのレストランにお酒の納入業者としてお付き合いが始まりました。レストランの開店祝いの時に奥様と

　そう思いながらも７０になり、古川さんがよくおっしゃられますが「老兵は死なずただ消え去るのみ」という

　心境には全然なれないんですね。思い残すことややり残したことが山ほどあるんです。しかし今後、

　どういう気持ちで生きていこうかと考えると偽らざる心境としましては、今後はやっぱり格好よくは生きれ　　

　ないですよね。もがき、足掻き、しがみついて、すがりついて生きていこうかなと思います。これが私の

　７０になった時の覚悟というか偽らざる現在の心境です。最後に皆様、私の７０の年を祝っていただい

　たことは今後ずっと忘れないと思います。本日はありがとうございます、皆さんのご繁栄とご健康を心

　より祈念申し上げて返礼の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

◎　古川幸造会員より祝辞

　皆さん、こんばんは。本日は古希のお祝いということでひとこと述べさせていただくと共にお祝いの

◎　松田士郎会員よりご挨拶

　皆さん、こんばんは。本日は古希祝という場を設けていただき誠にありがとうございました。本来であれ

　ばずっと厄入りから還暦と共に森山会員と一緒にお祝いをしていただいてたんですが、今日は森山

　節が聞けなくて非常に残念です。皆さんからの祝意を森山さんの分まで私がうけて森山さんへお伝え

　したいと思います。今年７０歳になるのですが今の心境としては色々あるのですが、一つはよく７０まで

　生きてこられたなということです。家族も友人も健やかに生きてこれたということを非常に良かったと思

　います。もう一つはネガティブなことになるかもしれませんが、70まで生きたのだからもう十分じゃないか

　とも思うわけです。今回の災害や不慮の事故、ご病気で亡くなった方に対してなんだか申し訳ないよ

　うな気がしてですね。これから私が欲を出して生きよう生きようとすると罰が当たるような気がします。

◎　吉富会長挨拶とお祝いの言葉

　皆さん、こんばんは。今日は新年長寿会となっております。古希祝として松田会員！おめでとうございます！

　もう一人森山会員もなんですが、記念品の方は会社の方にお持ちしたいと思います。本当に古希のお祝いを

　できることを嬉しく思います。松田会員は東南RCの中で一番ロータリーのことを考えていらっしゃると思います。

　今日のゴルフでは松田さんに勝ってはいけないとみんなで話していたのですが、ほとんどの皆さんは松田さんに

　勝ってしましました（笑）今夜は松田さんに感謝を述べる折角の機会ですので時間が許す限り楽しい時間を

　過ごしたいと思います。以上です。

【　新年長寿会・古希祝　】

　プレイしたいと切に心から思います。松田さん、これからもずっと元気な松田さんでありますようお願い

　います。以上で、私からのお祝いの言葉とさせていただきます。

　挨拶をされた時はまだ５０歳前で 「カッコいいな、この人は青年実業家じゃないだろうか」と思うほど

　カッコよかったです。それから１年くらいしてから松田さんからロータリーの話を聞くようになって、入会を　

　勧められるようになりました。最初はお断りしていたんですが、仕事上のこともあると思い一年間だけ

　頑張ってみようと思い入会しました。それから気の合う仲間もでき、松田さんは７０歳になられました。

　私も昨年６５歳になり松田さんとは５歳違いです。古希とは古来は７０までは生きるということは希だった

　のでみんなで長寿をお祝いしようということが始まりだそうです。私が心配なのは松田さんが７０歳で

　私が６５歳、還暦に近い方、まだお若い方いらっしゃいますが、一緒に過ごした仲間の森山さんが

　病に倒れ、次は誰かと心配する年齢になってきました。なのでものすごく考えて行かなくてはいけない

　時期に差し迫ってきたと思います。松田さんにも健康に気をつけて、ゴルフ仲間としていつまでも一緒に



吉富会長と松田会員 素敵な笑顔の松田会員

森山会員のご家族様へ記念品をお渡し
いたしました。「お心遣いいただきありがとう
ございました。父に伝えさせていただきま
す。」　と言っていただきました。






